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第２期 富士見町

第２期 
総合戦略の
基本方針

人口減少に歯止めをかけるために

人口が減少しても住み続けられる地域をつくるために

1. 若者が住みはじめたいまちをつくります
2. 地域資源を活用し、働く場の創出を進めます
3. 地域の魅力を活かし、関係人口を増加させ、地域のファンをつくります

4. 地域を牽引する人材を獲得し、協創を生み出します
5. 高齢化が進んでも、いきいきと地域で暮らせるまちをつくります
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全

第5次 富士見町総合計画
第2期 富士見町
まち・ひと・しごと創生総合戦略

町ホームページ
https://www.town.fujimi.lg.jp/
で公開しています。ぜひご覧ください。

まち・ひと・しごと創生総合戦略
を策定しました

2045 年には

人口が 1万人を割り
、

高齢化率が 50%を

超えてしまうかも…
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基 本 目 標1 地域を牽引する産業の振興及び働く場の創出

基 本 目 標2 まちの魅力による新たな人の流れの創出

基 本 目 標3 子育て・教育支援の充実

基 本 目 標4 住み続けられる地域づくり

産業振興によって地域に働く場を創出し、新たな人口の獲得・人口流出防止につなげます。
さらに、域外から資金を獲得できる産業を振興し、強い産業構造をつくります。
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実績値

目標値（令和6年）

目標値（令和6年）

目標値（令和6年）

目標値（令和6年）

●町内民営事業所の従業者数：7,570人/年 7,600人/年
●新規就農者の人数：51人　　 61人
●農業による経済効果：54億円/年 57億円/年
●製造品出荷額等：6,988,642万円/年 7,600,000万円/年

観光産業の充実や地域資源の活用によって新たな人の流れを生み出します。
また、地域の魅力を町内外に発信し、移住・定住につなげるためのファンを獲得します。

●観光人口：78万人/年 86万人/年
●外国人宿泊者数：60人/年 70人/年
●移住者数：11人/年 17人/年

人口の自然減に歯止めをかけるため、結婚・出産・子育てに対する支援を行います。
富士見町の強みであるきめ細やかな教育を継続し、子ども達が充実した教育が受けら
れるようにします。

●合計特殊出生率：1.47 1.5
●年少人口（15歳未満人口）：1,803人/年 1,480人/年
●家庭教育相談員活動時間：3,500時間/年 4,000時間/年

高齢者が増えても住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、各ライフステー
ジに応じた住んでみたくなる、住み続けられるまちをつくります。

●高齢化率：33.7％/年 38.0％/年
●同窓会支援事業活用団体：0件/年 50件/年
●災害ボランティアコーディネーター養成人数：19人/年　　　39人/年（全地区に1名）

エスディージーズ
持続可能な開発目標
（ＳＤＧｓ）の達成に
取り組みます
※SDGsとは
2015年9月の国連サミットで採択された
「Sustainable Development Goals」(持続可
能な開発目標)の略称。2030年を期限として
17の目標を掲げています。
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